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１．OULS'SA とは
”Osaka University Law School Support Assistant”の略称

で，「オルサ」とよんでいます。以下、OULS'SA と表記します。 

OULS'SA は，本学の学生の学業・生活などをサポートするた
めに，学生が，経験者のアドバイスを受けたいときに，本学の 
学習支援に協力をいただいている弁護士アドバイザーに，質問
する場を設けることを目的とするものです。 

オルサは，次のような流れで，運営されています。 

①学生が OULS'SA にログインして質問を投稿する。 

②弁護士アドバイザーが，学生の投稿した質問を確認して，コ

メントを書き込む。 

③学生が，OULS'SA にログインして，コメントを確認する。 

「OULS'SA」を利用するためには，事前にアカウントの登録申
請を行い，登録ユーザー名とパスワードの発行を受ける必要があ
ります。 

①

②

②

②

③
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２．アカウントの申請
「OULS'SA の利用を希望する学生は、高等司法研究科の教

務 係で，アカウント登録申請用紙を受領し，必要事項を記入
の上、教務係に提出してください。 

なお，アカウントの登録に時間を要し，直ぐに利用できない
場合がありますので，余裕をもって申請をするように心がけて 
ください。 

アカウント申請に必要な事項は，次のとおりです。 
① 氏名 
② 所属 
③ 大学メールアドレス 

アドレスの末尾ドメインが，「ecs.osaka-u.ac.jp」又
は「alumni.osaka-u.ac.jp」のものに限ります。それ以
外のアドレスは登録できません。 

※ アカウント登録申請がなされましたら，登録の可否を審査します。 
※ 「オルサ」の利用に関し，誹謗・中傷，弁護士アドバイザーへの礼 を失

するような不適切な投稿がなされた場合には，アカウントの停止・抹消をす
ることがあります。節度をもった利用を心がけてください。

アカウントの登録手続き終了後，申請時の上記③の大学メールア

ドレス宛に、OULS'SA にログインするのに必要なユーザー名と

パスワード及び投稿マニュアルを送信します。 

※ 「オルサ」はアカウント申請した本人以外の利用は認められません。
※ 申請登録した者以外からの投稿については，回答をいたしません。
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３．弁護士アドバイザーへの質問投稿の手順 

⑴ まず、インターネットブラウザーを起動し，ブラウザーのURL
の入力欄に「http://kiz‐system.net/oulssa」を入力し，
OULU’SAにアクセスします。 

⑵ OULS‘SA のログイン画面が出ますので，発行されたユーザー名
とパスワードを入力します。
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⑶ログインできたら，次の画面が表示されます。 

  この画面がホーム画面となります。 

ホーム画面では，質問投稿，弁護士アドバイザーのコメントの閲
覧・確認や検索を行うことができます。 

⑷ ホーム画面の上部の【＋新規】（下記参照。）をダブルクリッ
クし、質問を作成してください。 

OULS'SA システムでは質問を提出することを「投稿」といい、
OULS'SA システムに投稿された質問を「記事」と呼びます。 

 投稿にあたっては，下記のルールを守ってください。ルールに則
していない投稿には，回答をいたしません。 

① タイトル名の付け方
質問を投稿する際には，「新規投稿を追加」の下の「ここにタイトル
を入力」と表示されている欄に簡潔なタイトルを入力してください。

なお，タイトルは次のルールに従ってください。
タイトル名 タイトル名の例

質問の場合 【質問】を最初につける 【質問】憲法○○○について

※ タイトル欄が 

【質問】○○○
         との表示になるようにお願いします。 
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② カテゴリーの指定 
 カテゴリーは「質問」にチェックを入れてください。カ
テゴリーのチェック欄は右下にあります。 

③ 質問画面と投稿 
下の例を参考に質問内容を「記事」として書き、【レビ
ュー待ちとして送信】をクリックします。 

ー 
【質問】 個人情報保護法の個人情報の範囲について 

－－－－－－－－－－－－－－－－(以下，本文）ーーーーーーーーーーーーーーー
弁護士アドバイザーの皆様 お世話になります。高等司法研究科２年の

○○です。 早速ですが，個人情報保護法について質問があります。 個

人情報保護法における個人情報の範囲はどのようなものでしょうか。 

まで含まれるのでしょうか。 

は含まれないのでしょうか。 

ご教示のほどよろしくお願い申し上げます。 
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⑵ 本文の質問は，要領よく簡潔にお願いします。

※ 長文となってしまっている質問は，概ね要旨が分からないことが多く， 的
確な回答ができないことがあります。 

※  簡潔な質問に校正することで，自分の頭の中も整理でき，ポイントがはっ
きりしてくることがよくあります。 

⑶  概括的，広汎な質問は避けて，質問者としてのマナーを 
守ってください。 

※ 例えば，「自白について教えてください。」と質問されても，回答者には，
あなたが「自白」の何に迷っているかが分かりません。刑事ですか？それ と
も民事ですか？弁護士アドバイザーの貴重な時間を利用することになるので
すから，質問者のマナーとして，「○○という問題について，自分はここま
で調べて，こう思うのだが，ここが分からない。」というように，どこまで考
えて分からなくなったのかが分かるように質問するのがスマートです。 

⑷ 記事への回答は，記事へのコメントとして，記事に続く
コメント欄に寄せられます。 
また，回答に要する期間は，弁護士アドバイザーのボラ 
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ンティアによる運営となっていますことから，概ね２～３
週間を想定してください。 
質問によっては，これより短い場合や長くかかる場合も

ありますが，「オルサ」の趣旨をご理解いただき，ご了承く
ださい。 
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４．FAQ 
Q１ 記事への回答が返ってきません。

A 回答までの期間は概ね２～3 週間を想定していますが，「オ
ルサ」は，弁護士アドバイザーの協力により運営されている
ことから回答に時間がかかってしまう場合があります。 
２～３週間経っても，回答がない場合は，一度，高等司法

研究科の教務係まで，その旨を連絡願いします。 
また，オルサの性格上，弁護士アドバイザーの能力を越える

場合や適切な回答が出来る者がいない場合には，申し訳ありま
せんが，回答ができない場合もあります。 

Q２  大学教員への質問はできますか？

A 「オルサ」は，学生から学外の弁護士アドバイザーに質問す
る場を設けることを目的としていますので，大学教員への質 
問はできません。 

Q3 回答をして欲しい弁護士アドバイザーを指名できますか？

A 回答者の指名はできません。 

Q4 講義の課題や授業内容について質問できますか？

A 「オルサ」は，高等司法研究科での特定の講義の予習・復習
や疑問点をフォローするものではありませんので，質問はで 
きません。 

Q５  ファイルを添付することはできますか？

A できません。 
  ※ 今後，可能となりましたら，告知いたします。 
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Q6 答案添削をお願いすることはできますか？

A 「オルサ」では，答案添削は行っていません。
学習上の疑問点の解消や生活上のアドバイスのために利用

をお願いします。 

Q7   投稿した質問に対して、コメントをもらったあと、さらに疑
問がでてきたときはどうすればよいですか。 

A  別途，新たな質問として投稿をしてください。 
コメントに対するコメントで投稿されると，見落とされ，回
答がされないことになります。 

Q8   投稿した学生が誰かということは，弁護士アドバイザーや他
の学生にわかりますか？ 

A   デフォルトの設定では，投稿者としてユーザー名または本名
が表示されますので，誰の投稿かユーザー名から推知される
可能性はあります。プロフィールからニックネームの表示に
変更した場合は，ニックネームが表示されます。ニックネー
ムの変更は Q１５をご覧ください。 
但し，この場合でも管理者には投稿者が誰かは分かります。

Q9   回答者が誰かということはわかりますか？ 

A   回答者の氏名は，Q８と同様に，デフォルトの設定ではユー
ザー名が表示されます。回答者がニックネームに変更した場合は，
ニックネームが表示されます。 

Q10 学生はすべての質問に関する記事と回答をみることができま
すか？ 

    A  できます。 
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Q11 学習以外のこと，例えば就職のことも質問できますか？

 A  できます。 

Q12アカウント申請後，どのくらいで使えるようになりますか？ 

A  1 週間程度を予定しています。 

Q13司法試験の問題を一部引用して，質問をすることはできます
か？ 

A できます。 
ただし，弁護士アドバイザーの方は，ボランティアで回答して
いただいていますので，過度な負担となるような範囲の広い質問
（「模範答案はどうなるのですか？」など。）は控えてください。 
また，講義の事前課題やレポート課題を一部引用しての質問は質
問の対象外ですので注意してください。万が一，判明した場合は，
アカウントの停止，削除もあり得ます。 

Q14 高等司法研究科を修了します。アカウントはどうなるのです
か。 

A 引き続き、ご利用いただけます。
但し、在学中に登録していた学内メールアドレス（阪大個人
ID@ecs.osaka‐u.ac.jp）は無効になるため、管理者において大
阪大学生涯メールアドレス（阪大個人 ID＠alumni.osaka‐
u.ac.jp）に切り替えます。 

Q15 本名や阪大個人 IDで質問するのはハードルが高いです。 

A ニックネームで質問することができます。変更方法は
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https://kiz‐system.net/oulssa/archives/909 をご参照くださ
い。 

Q16 ユーザー名、パスワードを忘れました。 

 A 学生会員の場合ユーザー名は阪大個人 IDです。 
パスワードを忘れた場合は一度教務係へご連絡ください。所定の手
続きを経てパスワードが再発行されます。


